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平成元年（1989）に全世帯の 14.2％であった三世代世帯の割合は，平成 30 年（2018）















ある。特に PALMORE et al．25）や藤原ら 21）が指摘するように高齢者に対する偏見や差別，
いわゆるエイジズムは，早急に解決されなければならない喫緊の問題である。 
高齢者イメージに関する研究は， 1950 年代より米国を中心に研究が蓄積されてきた




Semantic Differential（以下 SD）法（意味微分法）を用いて，1975 年以降の大学生を























































































































2015 年 3 月に，兵庫県 A 市の高齢者大学に在籍する高齢者 399 名と A 市の B 高校























れくらいですか」の問いに対して「毎日 1 回以上」，「2～3 日に 1 回程度」，「1 週間に 1
回程度」，「ほとんどない」の 4 段階で回答を求め，毎日 1 回以上外出すると答えた者の
人数と割合を示した。交流頻度は藤原らの先行研究 18）に従って「友人や近所の人たち」，
「孫（またはひ孫）」，「近所の子ども」，「それ以外の子ども（孫やひ孫，近所の子ども


































は，年齢における影響を明らかにするために，年齢段階別に 60～64 歳群（1951 年～























高齢者の属性，家庭での役割，外出頻度，交流頻度の特徴を 60～64 歳群，65～69 歳
群，70 歳以上群に分け，表１に示した。解析対象者は 247 名であり，性別をみると男
































































































































































































































































































































































































































































































































































































た。解析対象者は 236 名であり，男子は 113 名（47.9％），女子は 123 名（52.1％）で
あった。  
 








高齢者 3 群における行事食の認知度の比較においては，60～64 歳群，65～69 歳群よ











性別 男子 113 ( 47.9 )
女子 123 ( 52.1 )
家族構成 三世代同居 56 ( 23.7 )
居住年数（年） 12.8 ± 4.1
交流頻度（週1回以上） 祖父母 99 ( 41.9 )
近所の高齢者 57 ( 24.2 )
それ以外の高齢者a) 33 ( 14.0 )










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































高齢者 3 群における行事食の経験度の比較においては，60～64 歳群，70 歳以上群よ
りも 65～69 歳群のほうが雛祭りのはまぐり潮汁の経験度は有意に低く，彼岸（春分）
の彼岸団子，七夕のそうめん，彼岸（秋分）のぼた餅，秋の祭りのこのしろ寿司の経験
























雑煮（ぞうに） 247 ( 100.0 ) 45 ( 100.0 ) 115 ( 100.0 ) 87 ( 100.0 ) 234 ( 99.6 ) n.s.
小豆飯・赤飯 211 ( 88.3 ) 38 ( 88.4 ) 97 ( 88.2 ) 76 ( 88.4 ) 219 ( 93.2 ) n.s.
黒豆 247 ( 100.0 ) 45 ( 100.0 ) 115 ( 100.0 ) 87 ( 100.0 ) 222 ( 94.5 ) ***
数の子 243 ( 98.4 ) 44 ( 97.8 ) 113 ( 98.3 ) 86 ( 98.9 ) 194 ( 82.6 ) ***
田作り 236 ( 96.7 ) 45 ( 100.0 ) 108 ( 95.6 ) 83 ( 96.5 ) 156 ( 67.2 ) ***
昆布巻き 241 ( 98.0 ) 43 ( 95.6 ) 113 ( 99.1 ) 85 ( 97.7 ) 165 ( 70.2 ) ***
きんとん 228 ( 95.0 ) 41 ( 91.1 ) 105 ( 95.5 ) 82 ( 96.5 ) 189 ( 80.8 ) ***
煮しめ 245 ( 99.6 ) 45 ( 100.0 ) 113 ( 99.1 ) 87 ( 100.0 ) 93 ( 40.3 ) ***
なます 226 ( 94.6 ) 44 ( 97.8 ) 101 ( 92.7 ) 81 ( 95.3 ) 81 ( 34.6 ) ***
だて巻き卵 242 ( 98.4 ) 45 ( 100.0 ) 111 ( 97.4 ) 86 ( 98.9 ) 216 ( 91.9 ) **
七草 七草粥 205 ( 84.7 ) 37 ( 82.2 ) 96 ( 85.7 ) 72 ( 84.7 ) 138 ( 59.0 ) ***
いわし料理 204 ( 85.4 ) 41 ( 91.1 ) 91 ( 82.0 ) 72 ( 86.7 ) 157 ( 67.4 ) ***
いり豆 217 ( 90.8 ) 39 ( 86.7 ) 101 ( 91.8 ) 77 ( 91.7 ) 158 ( 67.8 ) ***
巻き寿司（のり巻き） 245 ( 99.6 ) 45 ( 100.0 ) 113 ( 99.1 ) 87 ( 100.0 ) 231 ( 98.7 ) n.s.
（よもぎ）草餅 223 ( 92.9 ) 44 ( 97.8 ) 100 ( 90.1 ) 79 ( 94.0 ) 197 ( 83.8 ) **
ひし餅 147 ( 63.6 ) 27 ( 61.4 ) 65 ( 60.2 ) 55 ( 69.6 ) 155 ( 66.0 ) n.s.
あられ 222 ( 91.7 ) 44 ( 97.8 ) 100 ( 88.5 ) 78 ( 92.9 ) 225 ( 95.7 ) n.s.
ちらしずし 232 ( 95.9 ) 45 ( 100.0 ) 105 ( 92.9 ) 82 ( 97.6 ) 228 ( 97.4 ) n.s.
はまぐり潮汁 188 ( 79.7 ) 40 ( 88.9 ) 78 ( 71.6 ) † 70 ( 85.4 ) 92 ( 39.7 ) ***
ぼた餅 201 ( 85.2 ) 36 ( 80.0 ) 90 ( 81.8 ) 75 ( 92.6 ) 145 ( 62.5 ) ***
おはぎ 236 ( 96.7 ) 44 ( 100.0 ) 109 ( 95.6 ) 83 ( 96.5 ) 207 ( 89.2 ) **
彼岸団子 185 ( 79.7 ) 30 ( 68.2 ) † 84 ( 78.5 ) 71 ( 87.7 ) † 60 ( 26.0 ) ***
精進料理 114 ( 51.6 ) 22 ( 50.0 ) 49 ( 48.5 ) 43 ( 56.6 ) 47 ( 20.3 ) ***
ちまき 209 ( 87.4 ) 41 ( 91.1 ) 92 ( 82.1 ) 76 ( 92.7 ) 132 ( 56.4 ) ***
柏餅 235 ( 97.1 ) 44 ( 97.8 ) 109 ( 96.5 ) 82 ( 97.6 ) 183 ( 77.9 ) ***
赤飯 199 ( 85.4 ) 41 ( 91.1 ) 90 ( 81.8 ) 68 ( 87.2 ) 210 ( 89.7 ) n.s.
よもぎ餅（草餅） 208 ( 88.9 ) 39 ( 88.6 ) 94 ( 86.2 ) 75 ( 92.6 ) 182 ( 77.8 ) **
そうめん 180 ( 82.6 ) 34 ( 79.1 ) 72 ( 77.4 ) 74 ( 90.2 ) 220 ( 94.0 ) ***
団子 117 ( 56.3 ) 20 ( 47.6 ) 47 ( 52.2 ) 50 ( 65.8 ) 183 ( 78.5 ) ***
精進料理 116 ( 54.2 ) 21 ( 47.7 ) 47 ( 51.1 ) 48 ( 61.5 ) 49 ( 21.2 ) ***
煮しめ 136 ( 64.8 ) 30 ( 71.4 ) 54 ( 59.3 ) 52 ( 67.5 ) 77 ( 33.2 ) ***
赤飯 111 ( 52.4 ) 23 ( 52.3 ) 43 ( 45.7 ) 45 ( 60.8 ) 202 ( 86.7 ) ***
煮しめ 104 ( 49.5 ) 22 ( 50.0 ) 40 ( 43.5 ) 42 ( 56.8 ) 75 ( 32.6 ) ***
ところてん 105 ( 49.3 ) 18 ( 40.9 ) 42 ( 45.2 ) 45 ( 59.2 ) 134 ( 57.8 ) n.s.
そうめん 166 ( 75.8 ) 32 ( 72.7 ) 65 ( 67.7 ) ‡ 69 ( 87.3 ) ‡ 216 ( 92.7 ) ***
七夕まんじゅう 36 ( 17.6 ) 4 ( 9.3 ) 15 ( 16.7 ) 17 ( 23.6 ) 54 ( 23.3 ) n.s.
うなぎの蒲焼き 244 ( 98.8 ) 43 ( 95.6 ) 115 ( 100.0 ) 86 ( 98.9 ) 210 ( 89.4 ) ***
土用餅 162 ( 68.9 ) 29 ( 64.4 ) 73 ( 67.6 ) 60 ( 73.2 ) 38 ( 16.3 ) ***
月見団子 218 ( 89.7 ) 40 ( 88.9 ) 96 ( 85.7 ) 82 ( 94.3 ) 180 ( 77.3 ) ***
小芋 137 ( 59.8 ) 27 ( 60.0 ) 56 ( 53.8 ) 54 ( 67.5 ) 128 ( 54.9 ) n.s.
ぼた餅 176 ( 76.9 ) 34 ( 79.1 ) 73 ( 68.9 ) † 69 ( 86.3 ) † 143 ( 61.1 ) ***
おはぎ 226 ( 93.8 ) 42 ( 93.3 ) 107 ( 94.7 ) 77 ( 92.8 ) 196 ( 83.8 ) **
彼岸団子 161 ( 70.9 ) 27 ( 62.8 ) 73 ( 68.2 ) 61 ( 79.2 ) 50 ( 21.5 ) ***
精進料理 82 ( 40.2 ) 16 ( 40.0 ) 37 ( 37.8 ) 29 ( 43.9 ) 48 ( 20.7 ) ***
冬至 かぼちゃの煮物 237 ( 97.1 ) 43 ( 95.6 ) 111 ( 97.4 ) 83 ( 97.6 ) 217 ( 92.7 ) *
年越しそば 243 ( 100.0 ) 45 ( 100.0 ) 112 ( 100.0 ) 86 ( 100.0 ) 231 ( 98.3 ) n.s.
巻きずし 108 ( 49.3 ) 25 ( 59.5 ) 43 ( 42.2 ) 40 ( 53.3 ) 186 ( 80.2 ) ***
ちらしずし 120 ( 69.8 ) 23 ( 65.7 ) 47 ( 63.5 ) 50 ( 79.4 ) 185 ( 85.6 ) ***
巻きずし 135 ( 76.3 ) 26 ( 74.3 ) 52 ( 69.3 ) 57 ( 85.1 ) 185 ( 85.6 ) *
さば寿司 146 ( 81.1 ) 27 ( 77.1 ) 64 ( 80.0 ) 55 ( 84.6 ) 133 ( 61.9 ) ***
















60～64歳群 65～69歳群 70歳以上群 高校1年生
検定a)














                 
（5）高齢者が伝承したい行事食と高校生が学びたい行事食 
行事食の伝承に興味がある高齢者 125 名と高校生 130 名がそれぞれ伝承したい，学
びたいとして選択した行事食について，クラスタ分析を行い 8 つのクラスタを得た。結















24 ( 53.3 )  55 ( 47.8 )  46 ( 53.5 ) n.s.
行事食の作り方を、学ぶことに興味があ
りますか。

















60～64歳群 65～69歳群 70歳以上群 高校1年生
検定

















高校生のほうが選択した者の割合は有意に高かった。                                             
表 7 は，行事食の伝承に興味がある高齢者 125 名を 60～64 歳群（24 名），65～69 歳
群（55 名），70 歳以上群（46 名）に分け，それぞれ伝承したい行事食の回答結果を示
した。20％以上の者が伝承したい行事食の項目数は，60～64 歳群が 44 項目，65～69
歳群は 30 項目，70 歳以上群は 21 項目であった。                                                



















正月 雑煮（ぞうに） 57 ( 45.6 ) 24 ( 18.5 ) ***
正月 黒豆 50 ( 40.0 ) 15 ( 11.5 ) ***
正月 煮しめ 48 ( 38.4 ) 19 ( 14.6 ) ***
正月 きんとん 38 ( 30.4 ) 24 ( 18.5 ) *
七草 七草粥 44 ( 35.2 ) 26 ( 20.0 ) **
彼岸 春分の日 おはぎ 41 ( 32.8 ) 29 ( 22.3 ) n.s.
正月 小豆飯・赤飯 32 ( 25.6 ) 15 ( 11.5 ) **
正月 数の子 46 ( 36.8 ) 7 ( 5.4 ) ***
正月 田作り 45 ( 36.0 ) 13 ( 10.0 ) ***
正月 昆布巻き 42 ( 33.6 ) 8 ( 6.2 ) ***
正月 なます 41 ( 32.8 ) 16 ( 12.3 ) ***
正月 だて巻き卵 37 ( 29.6 ) 14 ( 10.8 ) ***
節分 いわし料理 33 ( 26.4 ) 13 ( 10.0 ) **
節分 いり豆 34 ( 27.2 ) 8 ( 6.2 ) ***
節分 巻き寿司（のり巻き） 40 ( 32.0 ) 13 ( 10.0 ) ***
雛祭り ちらしずし 38 ( 30.4 ) 13 ( 10.0 ) ***
端午の節句 柏餅 39 ( 31.2 ) 19 ( 14.6 ) **
土用の丑 うなぎの蒲焼き 35 ( 28.0 ) 14 ( 10.8 ) ***
彼岸 秋分の日 おはぎ 34 ( 27.2 ) 12 ( 9.2 ) ***
大みそか 年越しそば 40 ( 32.0 ) 12 ( 9.2 ) ***
雛祭り （よもぎ）草餅 32 ( 25.6 ) 21 ( 16.2 ) n.s.
雛祭り はまぐり潮汁 31 ( 24.8 ) 19 ( 14.6 ) *
彼岸 春分の日 ぼた餅 27 ( 21.6 ) 21 ( 16.2 ) n.s.
彼岸 春分の日 彼岸団子 27 ( 21.6 ) 22 ( 16.9 ) n.s.
端午の節句 ちまき 31 ( 24.8 ) 22 ( 16.9 ) n.s.
お月見 月見団子 35 ( 28.0 ) 17 ( 13.1 ) **
冬至 かぼちゃの煮物 35 ( 28.0 ) 21 ( 16.2 ) *
雛祭り ひし餅 24 ( 19.2 ) 14 ( 10.8 ) n.s.
雛祭り あられ 27 ( 21.6 ) 9 ( 6.9 ) **
端午の節句 赤飯 24 ( 19.2 ) 16 ( 12.3 ) n.s.
盂蘭盆 そうめん 22 ( 17.6 ) 8 ( 6.2 ) **
彼岸 秋分の日 ぼた餅 20 ( 16.0 ) 16 ( 12.3 ) n.s.
秋の祭り さば寿司 24 ( 19.2 ) 15 ( 11.5 ) n.s.
彼岸 春分の日 精進料理 19 ( 15.2 ) 29 ( 22.3 ) n.s.
端午の節句 よもぎ餅（草餅） 19 ( 15.2 ) 22 ( 16.9 ) n.s.
盂蘭盆 精進料理 17 ( 13.6 ) 27 ( 20.8 ) n.s.
土用の丑 土用餅 21 ( 16.8 ) 32 ( 24.6 ) n.s.
彼岸 秋分の日 彼岸団子 23 ( 18.4 ) 25 ( 19.2 ) n.s.
秋の祭り このしろ寿司 24 ( 19.2 ) 31 ( 23.8 ) n.s.
盂蘭盆 団子 8 ( 6.4 ) 13 ( 10.0 ) n.s.
七夕 赤飯 9 ( 7.2 ) 9 ( 6.9 ) n.s.
七夕 そうめん 16 ( 12.8 ) 5 ( 3.8 ) **
大みそか 巻きずし 12 ( 9.6 ) 10 ( 7.7 ) n.s.
秋の祭り ちらしずし 13 ( 10.4 ) 10 ( 7.7 ) n.s.
秋の祭り 巻きずし 16 ( 12.8 ) 7 ( 5.4 ) *
盂蘭盆 煮しめ 11 ( 8.8 ) 19 ( 14.6 ) n.s.
七夕 煮しめ 7 ( 5.6 ) 20 ( 15.4 ) *
七夕 ところてん 12 ( 9.6 ) 15 ( 11.5 ) n.s.
七夕 七夕まんじゅう 6 ( 4.8 ) 29 ( 22.3 ) ***
お月見 小芋 13 ( 10.4 ) 17 ( 13.1 ) n.s.


























正月 雑煮（ぞうに） 11 ( 45.8 ) 正月 雑煮（ぞうに） 25 ( 45.5 ) 正月 雑煮（ぞうに） 21 ( 45.7 ) 
正月 黒豆 11 ( 45.8 ) 正月 黒豆 23 ( 41.8 ) 正月 黒豆 16 ( 34.8 ) 
正月 田作り 11 ( 45.8 ) 正月 数の子 23 ( 41.8 ) 正月 煮しめ 16 ( 34.8 ) 
雛祭り ちらしずし 11 ( 45.8 ) 正月 煮しめ 22 ( 40.0 ) 正月 数の子 13 ( 28.3 ) 
春分の日 おはぎ 11 ( 45.8 ) 七草 七草粥 22 ( 40.0 ) 正月 田作り 13 ( 28.3 ) 
正月 数の子 10 ( 41.7 ) 正月 田作り 21 ( 38.2 ) 正月 昆布巻き 13 ( 28.3 ) 
正月 煮しめ 10 ( 41.7 ) 正月 昆布巻き 21 ( 38.2 ) 七草 七草粥 13 ( 28.3 ) 
正月 なます 10 ( 41.7 ) 正月 なます 20 ( 36.4 ) 節分 巻き寿司（のり巻き） 13 ( 28.3 ) 
節分 巻き寿司（のり巻き） 10 ( 41.7 ) 正月 きんとん 19 ( 34.5 ) 春分の日 おはぎ 13 ( 28.3 ) 
端午の節句 柏餅 10 ( 41.7 ) 大みそか 年越しそば 19 ( 34.5 ) 正月 きんとん 12 ( 26.1 ) 
お月見 月見団子 10 ( 41.7 ) 正月 だて巻き卵 18 ( 32.7 ) 端午の節句 柏餅 12 ( 26.1 ) 
正月 小豆飯・赤飯 9 ( 37.5 ) 節分 いわし料理 18 ( 32.7 ) 大みそか 年越しそば 12 ( 26.1 ) 
正月 だて巻き卵 9 ( 37.5 ) 節分 いり豆 18 ( 32.7 ) 正月 なます 11 ( 23.9 ) 
七草 七草粥 9 ( 37.5 ) 雛祭り ちらしずし 18 ( 32.7 ) 土用の丑 うなぎの蒲焼き 11 ( 23.9 ) 
土用の丑 うなぎの蒲焼き 9 ( 37.5 ) 節分 巻き寿司（のり巻き） 17 ( 30.9 ) お月見 月見団子 11 ( 23.9 ) 
秋分の日 おはぎ 9 ( 37.5 ) 春分の日 おはぎ 17 ( 30.9 ) 冬至 かぼちゃの煮物 11 ( 23.9 ) 
大みそか 年越しそば 9 ( 37.5 ) 端午の節句 柏餅 17 ( 30.9 ) 正月 小豆飯・赤飯 10 ( 21.7 ) 
正月 昆布巻き 8 ( 33.3 ) 雛祭り （よもぎ）草餅 16 ( 29.1 ) 正月 だて巻き卵 10 ( 21.7 ) 
節分 いり豆 8 ( 33.3 ) 雛祭り はまぐり潮汁 16 ( 29.1 ) 雛祭り （よもぎ）草餅 10 ( 21.7 ) 
雛祭り はまぐり潮汁 8 ( 33.3 ) 冬至 かぼちゃの煮物 16 ( 29.1 ) 端午の節句 ちまき 10 ( 21.7 ) 
冬至 かぼちゃの煮物 8 ( 33.3 ) 端午の節句 ちまき 15 ( 27.3 ) 秋分の日 おはぎ 10 ( 21.7 ) 
正月 きんとん 7 ( 29.2 ) 土用の丑 うなぎの蒲焼き 15 ( 27.3 ) 
節分 いわし料理 7 ( 29.2 ) 秋分の日 おはぎ 15 ( 27.3 ) 
春分の日 ぼた餅 7 ( 29.2 ) 春分の日 彼岸団子 14 ( 25.5 ) 
端午の節句 赤飯 7 ( 29.2 ) お月見 月見団子 14 ( 25.5 ) 
端午の節句 よもぎ餅（草餅） 7 ( 29.2 ) 正月 小豆飯・赤飯 13 ( 23.6 ) 
秋の祭り さば寿司 7 ( 29.2 ) 雛祭り あられ 13 ( 23.6 ) 
秋の祭り このしろ寿司 7 ( 29.2 ) 雛祭り ひし餅 12 ( 21.8 ) 
雛祭り （よもぎ）草餅 6 ( 25.0 ) 春分の日 ぼた餅 12 ( 21.8 ) 
雛祭り ひし餅 6 ( 25.0 ) 春分の日 精進料理 11 ( 20.0 ) 
端午の節句 ちまき 6 ( 25.0 ) 
盂蘭盆 そうめん 6 ( 25.0 ) 
秋分の日 ぼた餅 6 ( 25.0 ) 
秋分の日 彼岸団子 6 ( 25.0 ) 
雛祭り あられ 5 ( 20.8 ) 
春分の日 彼岸団子 5 ( 20.8 )
盂蘭盆 精進料理 5 ( 20.8 ) 
七夕 赤飯 5 ( 20.8 ) 
七夕 ところてん 5 ( 20.8 ) 
七夕 そうめん 5 ( 20.8 ) 
土用の丑 土用餅 5 ( 20.8 ) 
大みそか 巻きずし 5 ( 20.8 ) 
秋の祭り ちらしずし 5 ( 20.8 ) 
秋の祭り 巻きずし 5 ( 20.8 ) 
カテゴリ：n（%），それぞれ20％以上の者が選択した行事食を示す。
表7　行事食の伝承に興味がある高齢者が伝承したい行事食(ランキング）


































高齢者においては，70 歳以上群よりも 60～64 歳群，65～69 歳群のほうが盂蘭盆や
七夕，お月見の行事食の認知度は有意に低く，高齢者の年齢間においても認知度に差が
あることが明らかになった。これについては，60～64 歳群や 65～69 歳群がこれまで








































































20％以上の者が選択した項目数をみると，60～64 歳群は 44 項目，65～69 歳群が 30
































































































られた 22 名（男性 3 名，女性 19 名）を「実習参加群」，調理実習には参加できないが，
質問紙調査に協力の同意を得られた 107 名（男性 41 名，女性 66 名）を「対照群」と
した。実習参加群は，開催場所の定員数や高校生の学校行事日程により 2グループ（2015






実習前・実習後調査の両方に参加した者は 98 名であった（回収率 91.6％）。なお，男
性の人数の相違による影響を除外するため，両群とも解析対象者は女性のみとした。さ
らに，実習前調査の結果，実習参加群は全員が行事食に興味があり，行事食を伝承すべ
きだと思うと回答したため対照群も同様の条件とした（実習参加群 19 名，対照群 39






















2015 年 8 月，著者らがコーディネーターとなり実習参加群を対象として，事前学習
会を実施した。高校生の学校生活の状況や行事食に関する知識，調理実習の手順を確認
し，グループにより調理法に差異がないように配慮した。  
事前学習会後，調理実習は第 1，第 2 グループともに 2 回，同じメンバーで行った。


























子 3 名，女子 21 名）であった。第 1，第 2 グループともに 1 グループ 5～6 名（高齢者












査 17）を参考に 8 項目を設定し，それぞれ人数と割合を示した。 
生活機能については，老研式活動能力指標 18）を用いて尋ねた。この指標は，「手段的
自立」5 項目，「知的能動性」4 項目，「社会的役割」4 項目から構成されており，各項
目について「はい」または「いいえ」の 2 件法で回答を求めた。 
心理的特性は，健康度自己評価，老人用うつ尺度短縮版（Geriatric Depression 
Scale[GDS]Short-version，以下，GDS 短縮版と略す）19），タイプ A 行動パターン尺度
20）について回答を得た。健康度自己評価は，「非常に健康である」，「まあ健康な方だと
思う」，「あまり健康でない」，「健康でない」の 4 段階の選択肢に対して順に 3～0 点を
与えた。GDS 短縮版は，精神的健康度の指標として用いた。合計得点が高いほど抑う
つの程度は重いことを示す。0～4 点が「抑うつ傾向なし」，5～9 点が「抑うつ傾向」，
10 点以上で「抑うつ状態」として評価される。性格傾向の測定には，FRIEDMAN and 
ROSENMAM によるタイプ A 行動パターン尺度 20）を用い「いつもそうである」，「し


















の 4 つの主体別に「1 週間に 2 回以上」，「1 週間に 1 回程度」，「1 ヶ月に 1，2 回」，「1
ヶ月に 1 回程度」，「1 ヶ月に 1 回未満」，「全く会わない（または該当者がいない）」の





はどれくらいですか」の問いに対して「毎日 1 回以上」，「2～3 日に 1 回程度」，「1 週
間に 1 回程度」，「ほとんどない」の 4 段階で回答を求め，毎日 1 回以上外出すると答え
た者の人数と割合を示した。 















比率の群間の差はχ2 検定ならびに Fisher の直接確率検定，対応なしの平均値の 2 群
間の比較は Mann-Whitney の U 検定，実習前から実習後にかけての実習参加群と対照
群の各種調査項目値の変化は，反復測定による二要因分散分析を用いて，群ならびに実
習の時間による主効果（p<0.05）および群×実習の交互作用（p<0.05）を評価した。統


















に有意な差は見られなかった。                


























[属性] 年齢，歳 70.52 ±4.11 70.84 ±4.00 70.36 ±4.21 0.511
年代a) 60～64歳 n（％） 4 (6.9) 1 (5.3) 3 (7.7)
65～69歳 n（％） 18 (31.0) 4 (21.1) 14 (35.9) 0.442
70歳以上 n（％） 36 (62.1) 14 (73.7) 22 (56.4)
家族構成 独居 n（％） 17 (29.3) 6 (31.6) 11 (28.2) 0.791
高齢世帯 n（％） 25 (43.1) 7 (36.8) 18 (46.2) 0.502
三世代同居 n（％） 4 (6.9) 2 (10.5) 2 (5.1) 0.397
居住年数，年 31.59 ±14.53 33.37 ±15.05 30.72 ±14.39 0.465
家庭での役割 家事 n（％） 58 (100.0) 19 (100.0) 39 (100.0) －
小さな子，孫の世話 n（％） 12 (20.7) 3 (15.8) 9 (23.1) 0.392
話し相手 n（％） 15 (25.9) 5 (26.3) 10 (25.6) 0.597
稼ぎ手 n（％） 2 (3.4) 0 （0.0） 2 (5.1) 0.448
まとめ役 n（％） 8 (13.8) 2 (10.5) 6 (15.4) 0.476
介護 n（％） 7 (12.1) 2 (10.5) 5 (12.8) 0.585
その他 n（％） 1 (1.7) 0 （0.0） 1 (2.6) 0.672
役割無 n（％） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） －
[生活機能] 老研式活動能力指標 総得点 0-13点 12.22 ±1.20 12.26 ±1.15 12.21 ±1.24 0.963
手段的自立 0-5点 5.00 ±0.00 5.00 ±0.00 5.00 ±0.00 1.000
知的能動性 0-4点 3.81 ±0.44 3.84 ±0.38 3.79 ±0.47 0.810
社会的役割 0-4点 3.41 ±0.97 3.42 ±0.90 3.41 ±1.02 0.852
[心理的特性] 健康度自己評価得点 0-3点 2.07 ±0.53 2.11 ±0.46 2.05 ±0.56 0.829
0-15点 2.67 ±2.20 2.58 ±1.98 2.72 ±2.32 0.953
0-30点 10.59 ±5.19 10.16 ±4.55 10.79 ±5.53 0.648
[社会活動性] いきいき社会活動 仕事 0-1点 0.12 ±0.33 0.00 ±0.00 0.18 ±0.39 0.048 *
チェック表 社会参加・奉仕活動 0-6点 2.54 ±1.43 2.11 ±1.33 2.76 ±1.44 0.067
学習活動 0-4点 1.84 ±1.14 1.84 ±1.02 1.85 ±1.20 0.754
個人活動 0-10点　 8.29 ±1.32 8.63 ±1.01 8.11 ±1.43 0.234
交流頻度 友人や近所の人たち 0-5点 4.43 ±1.11 4.37 ±1.12 4.46 ±1.12 0.583
孫・ひ孫 0-5点 2.23 ±1.89 1.58 ±1.84 2.55 ±1.86 0.055
近所の子ども 0-5点 1.40 ±1.81 1.47 ±1.87 1.36 ±1.80 0.806
それ以外の子どもｂ) 0-5点 0.61 ±1.15 0.58 ±1.07 0.63 ±1.20 0.916
地域共生意識 総得点 5-25点 17.72 ±3.37 18.11 ±3.18 17.54 ±3.48 0.448
地域の世話役を引き受けてもよい 1-5点 3.45 ±1.01 3.58 ±0.90 3.38 ±1.07 0.590
建物の供出にはできるだけ協力したい 1-5点 3.12 ±1.01 3.32 ±1.16 3.03 ±0.93 0.197
独居老人の世話をしてあげたい 1-5点 3.64 ±0.81 3.53 ±0.84 3.69 ±0.80 0.434
地域の人々と何かをすることで豊かさを求めたい 1-5点 3.53 ±1.08 3.89 ±0.66 3.36 ±1.20 0.145
地域に誇りや愛着をもつ 1-5点 3.98 ±0.96 3.79 ±0.98 4.08 ±0.96 0.174
外出頻度 1日一回以上 n（％） 44 (75.9) 14 (73.7) 30 (76.9) 0.514
[世代継承 日本語短縮版 新しい事や新しい方法を作り出したい 1-4点 3.09 ±0.76 3.16 ±0.69 3.05 ±0.79 0.686
　の意識] generativity尺度 自分の経験を他人と分かち合いたい 1-4点 3.02 ±0.81 3.11 ±0.58 2.97 ±0.90 0.699
若者の良き助言者となりたい 1-4点 2.71 ±0.73 2.79 ±0.54 2.67 ±0.81 0.490
将来にわたり他人のためになるような何かをしたい 1-4点 2.95 ±0.74 3.11 ±0.57 2.87 ±0.80 0.304
地域に役立っている気がする 1-4点 2.41 ±0.70 2.26 ±0.45 2.49 ±0.79 0.313
功績として残せることをしている気がする 1-4点 1.79 ±0.55 1.79 ±0.54 1.79 ±0.57 1.000
世の中に恩返しをしている気がする 1-4点 2.03 ±0.59 2.05 ±0.62 2.03 ±0.58 0.867
他人の人生に影響を与えている気がする 1-4点 2.14 ±0.69 2.21 ±0.71 2.10 ±0.68 0.560
[行事食に 行事食に興味あり n（％） 58 (100.0) 19 (100.0) 39 (100.0) －





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14.2％であった三世代世帯の割合は，平成 30 年（2018）には 5.3％となり，平均世帯






















2015 年 7 月に，兵庫県 A 市の高等学校の家庭科担当教員の協力を得て，A 市内の 4
高等学校に在籍する 1 年生から 3 年生の生徒 268 名を対象に行事食伝承調理実習（以
下，調理実習と略す）への参加希望調査を実施した。調査対象者は，この調査において
調理実習への参加を希望した生徒 80 名（男子 19 名，女子 61 名）であった。調理実習
2 回の全日程に参加ができ，質問紙調査に協力の同意が得られた 24 名（男子 3 名，女
子 21 名）を「実習参加群」，調理実習には参加できないが，質問紙調査に協力の同意を
得られた 56 名（男子 16 名，女子 40 名）を「対照群」とした。 
実習参加群は，開催場所の定員数や学校行事の日程により 2 グループ（2015 年 8 月
8 日，22 日実施の第 1 グループと同年 10 月 9 日，23 日実施の第 2 グループ）に分か
れ，調理実習に 2 回参加し，高齢者と交流した（参加率 100％）。第 1，第 2 グループ
ともに調理実習初回の開始前と調理実習 2 回目の終了後に自記式質問紙調査を一斉に




          
（2）実習プログラム 
調理実習は第 1，第 2 グループともに 2 回，同じメンバーで行った。高齢者の実習参
加者は，A 市高齢者大学と体育館スポーツ教室に在籍する 22 名（男性 3 名，女性 19
名）であった。第 1，第 2 グループともに 1 グループ 5～6 名（高校生 2～4 名，高齢者
1～4 名）の 4 グループに分かれ，第 1 グループは夏休み（10：00～12：00），第 2 グ
ループは高校生の授業終了後（15：30～17：30）に活動した。調理する行事食は，著者






















週間に 1 度程度）」，「時々感じる（1 か月に 1 度程度）」，「たまに感じる（それ未満）」，
「感じない」の 4 段階で回答を求め，「感じる」と回答した者の人数と割合を示した。 
健康度自己評価は，「非常に健康である」，「まあ健康な方だと思う」，「あまり健康で
ない」，「健康でない」の 4 段階の選択肢に対して順に 3～0 点を与えた。 
SD 法は，先行研究に従い 16～18），10 項目「温かい―冷たい」「正しい―正しくない」
「話しやすい―話しにくい」「忙しそうな―ひまそうな」「はやい―おそい」「大きい―小
さい」「強い―弱い」「親切―不親切」「やさしい―こわい」「頼りがいがある―頼れない」







第1グループ   (8月実施)
実習参加群n=24 対照群 n=56



















「1 週間に 2 回以上」，「1 週間に 1 回程度」，「1 ヶ月に 1，2 回」，「1 ヶ月に 1 回程度」，
「1 ヶ月に 1 回未満」，「全く会わない（または該当者がいない）」の 6 段階で尋ね，順








比率の群間の差はχ2 検定ならびに Fisher の直接確率検定，対応のない平均値の 2 群
間の比較は Mann-Whitney の U 検定，対応のある連続量の分布の差は Wilcoxon の符
号付き順位検定，対応のある 2 群の比率の差は McNemar 検定を実施した。実習前から
実習後にかけての実習参加群と対照群の各種調査項目値の変化は，反復測定による二要
因分散分析を用いて，群ならびに実習の時間による主効果および群×実習の交互作用を




























じる」と答えた人数割合が有意に低下していた（p<0.05）。          
 
 
年齢，歳 16.3 ±0.6 16.5 ±0.9 16.2 ±0.4 0.063
性別 男子 19 (23.8) 3 (12.5) 16 (28.6)
女子 61 (76.3) 21 (87.5) 40 (71.4)
家族構成 三世代同居 20 (25.0) 9 (37.5) 11 (19.6) 0.081
同居人数，人 4.6 ±1.5 4.9 ±1.3 4.5 ±1.6 0.074












（n=80)  (n=24)  (n=56）
　　
 P値a)  P値a)
食欲不振 13 14 1.000 34 26 0.039 * 0.586
体のだるさ 21 21 1.000 52 50 0.727 0.350
立ちくらみ 18 19 1.000 43 44 1.000 0.863
頭痛 19 18 1.000 44 48 0.344 0.952
肩こり 15 17 0.500 39 46 0.065 0.532
横になりたい 17 20 0.375 53 50 0.453 0.007 **
イライラする 20 17 0.500 47 48 1.000 0.592









(87.5) (87.5) (92.9) (89.3)
(54.2) (58.3) (60.7)
対照群 (n=56）
実習前 実習後 実習前 実習後
(50.0) (45.8) (42.9) (48.2)
(62.5) (70.8) (69.6) (82.1)
(83.3) (73.9) (83.9) (85.7)
(70.8) (83.3) (94.6) (89.3)
表2　実習前調査から実習後調査における実習参加群と対照群の不定愁訴の変化
(79.2) (78.3) (78.6) (85.7)
    P値b)不定愁訴





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 P値a)  P値a)
行事食に興味あり 20 21 1.000 35 38 0.549 0.065





(100.0) (100.0) (91.1) (91.1)
実習前 実習後 実習前 実習後
　　表5　実習前調査から実習後調査における実習参加群と対照群の行事食に対する関心度の変化
(83.3) (87.5) (62.5) (67.9)
実習参加群 (n=24) 対照群 (n=56）



































































今後の課題としたい。第 3 として，本研究は 4 つの高校の 1～3 年生 268 名に調理実習































































































 第 3 章（研究 1）では，高齢者と高校生の行事食への興味や伝承に関する意識の実態
を明らかにすることを目的とした。 




は年齢による影響を明らかにするため，60~64 歳，65～69 歳，70 歳以上の 3 群に分
け，各調査項目値を比較検討した。 
分析の結果，高齢者より高校生のほうが多くの行事食の認知度や経験度は有意に低か
















第 4 章（研究 2）では，高齢者による高校生への行事食伝承事業の実施が，高齢女性
の心理社会的機能にいかなる影響を及ぼすのかについて明らかにすることを目的とし
た。 
対象者は，兵庫県 A 市在住の高齢女性 58 名である。調理実習への参加希望調査をも
とに対象者をそれぞれ実習参加群 19 名と同対照群 39 名に分けた。実習参加群は，調

































第 5 章（研究 3）では，高齢者による高校生への行事食伝承事業の実施が，高校生の
心身の健康度，高齢者に抱くイメージ，高齢者との交流頻度、行事食に対する関心度に
いかなる影響を及ぼすのかについて明らかにすることを目的とした。 
対象者は，兵庫県 A 市内の 4 高等学校に在籍する生徒 80 名である。調理実習への参
































































































































































本学位論文の内容は，下記の 3 つの学術論文において発表している。 
第 3 章 矢野真理，作田はるみ，内田勇人，坂本薫：高齢者による高校生への行事食伝
承事業に関する調査研究―行事食に対する意識調査結果―，日本食生活学会誌，29，53-
63，2018 
第 4 章 矢野真理，作田はるみ，坂本薫，内田勇人：高齢者による高校生への行事食伝
承事業に関する調査研究―行事食伝承事業が高齢女性の心理社会的機能に及ぼす影響―，
日本食生活学会誌，30，21-28，2019 
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性 別   男 ・ 女  
 
生年月日  明治・大正・昭和（   ）年（   ）月（   ）日生まれ 
 












































２．夫または妻      ３．息子      ４．娘 
５．子の配偶者（婿、嫁） ６．あなたの父母  ７．配偶者の父母 
８．孫          ９．その他（具体的に         ） 
１．非常に健康だと思う         ３．あまり健康ではない 
 
２．まあ健康な方だと思う        ４．健康でない 
（     ）年 
１．毎日１回以上        ３．１週間に１回程度 
 
２．２～３日に１回程度     ４．ほとんどない 
1. 家事を担う（食事の支度を含む・含まない） 5. 家族や親族関係のまとめ役 
2. 小さな子ども・孫の世話          6. 病気の家族の世話や介護 
3. 家族・親族の話し相手           7. その他（       ） 








1．収入のある仕事 １ ２ 
2．地域行事(お祭・盆踊りなど)への参加 １ ２ 
3．町内会や自治会活動 １ ２ 
4．老人会(老人クラブ)活動 １ ２ 
5．趣味の会などの仲間内の活動 １ ２ 
6．奉仕(ボランティア)活動 １ ２ 
7．特技や経験を他人に伝える活動 １ ２ 
8．老人学級・老人大学への参加 １ ２ 
9．カルチャーセンターでの学習活動 １ ２ 
10．市民講座・各種研修会・講演会への参加 １ ２ 
11．シルバー人材(能力活用)センター活動 １ ２ 
12．近所づきあい １ ２ 
13．生活用品や食糧の買い物 (近所での買い物) １ ２ 
14．デパートでの買い物 １ ２ 
15．近くの友人・友達・親戚を訪問 １ ２ 
16．遠方の友人・友達・親戚を訪問 １ ２ 
17．国内旅行 １ ２ 




20．スポーツや運動 １ ２ 
















1 ２ ３ ４ 
2．自分の経験を他の人と分かち合い 
たい。 
１ ２ ３ ４ 
3．若い人たちの良き助言者となりたい １ ２ ３ ４ 
4．将来にわたって他の人のためになる 
ような何かをしたい 
１ ２ ３ ４ 
5．地域に役立っている気がする １ ２ ３ ４ 
6．功績として残せることをしている 
気がする 
１ ２ ３ ４ 
7．世の中に恩返しをしている気がする １ ２ ３ ４ 
8．他の人の人生に影響を与えている気
がする 



















1 2 3 4 5 6 
２．孫 
（またはひ孫） 
1 2 3 4 5 6 
３．近所の 
子ども 
1 2 3 4 5 6 
４．それ以外の 
子ども 






 はい いいえ 













































 はい いいえ 




３．自分の人生はむなしいものと感じますか。 １ ２ 
４．退屈を感じることがよくありますか。 １ ２ 




７．あなたはいつも幸せと感じていますか。 １ ２ 
８．自分が無力と感じることがよくありますか。 １ ２ 
９．外に出て新しい物事をするより、家の中にいるほうが 
    好きですか。 
１ ２ 
10．他の人と比べて記憶力が落ちたと感じますか。 １ ２ 
11．いま生きていることは素晴らしいことと思いますか。 １ ２ 
12．自分の現在の状態は、全く価値のないものと感じますか。 １ ２ 
13．自分は活力が満ちあふれていると思いますか。 １ ２ 













ど ち ら か






















































1．忙しい生活ですか 1 2 3 
２．毎日の生活で時間に追われるような感じが 
していますか 
1 2 3 
３．仕事、その他何かに熱中しやすい方ですか 1 2 3 
４．仕事に熱中すると、他の事に気持ちの 
切り替えができにくいですか 
1 2 3 
５．やる以上はかなり徹底的にやらないと 
気がすまない方ですか 
1 2 3 
６．自分の仕事や行動に自信が持てますか 1 2 3 
７．緊張しやすいですか 1 2 3 
８．イライラしたり、怒りやすい方ですか 1 2 3 
９．几帳面な方ですか 1 2 3 
10．勝気な方ですか 1 2 3 
11．気性が激しいですか 1 2 3 
12．仕事、その他のことで、他人と競争する 
という気持ちを持ちやすいですか 




















































出席番号（     ） 
 
性 別   男 ・ 女 （どちらかの番号に１つだけ○をつける） 
 
家族（同居もしくは同敷地内、あてはまる番号すべてに○） 
１．祖父   ２．祖母   ３．きょうだい    
４．その他（具体的に         ） 
 






















































① 祖父母 1 2 3 4
② 近所の高齢者 1 2 3 4
③ それ以外の高齢者 1 2 3 4
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学科・教室名（                    ） 
 
お名前 （                      ）  
 
性 別 （ 男 ・ 女 ） 
 
生年月日  明治・大正・昭和（   ）年（   ）月（   ）日生まれ 
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２．夫または妻      ３．息子      ４．娘 
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9．カルチャーセンターでの学習活動 １ ２ 
10．市民講座・各種研修会・講演会への参加 １ ２ 
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３．自分の人生はむなしいものと感じますか。 １ ２ 
４．退屈を感じることがよくありますか。 １ ２ 




７．あなたはいつも幸せと感じていますか。 １ ２ 
８．自分が無力と感じることがよくありますか。 １ ２ 
９．外に出て新しい物事をするより、家の中にいるほうが 
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1．忙しい生活ですか 1 2 3 
２．毎日の生活で時間に追われるような感じが 
していますか 
1 2 3 
３．仕事、その他何かに熱中しやすい方ですか 1 2 3 
４．仕事に熱中すると、他の事に気持ちの 
切り替えができにくいですか 
1 2 3 
５．やる以上はかなり徹底的にやらないと 
気がすまない方ですか 
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８．イライラしたり、怒りやすい方ですか 1 2 3 
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10．勝気な方ですか 1 2 3 
11．気性が激しいですか 1 2 3 
12．仕事、その他のことで、他人と競争する 
という気持ちを持ちやすいですか 










①大変興味がある  ②興味がある  ③あまり興味がない  ④興味がない 








































１ 性 別  ①男   ②女 （どちらかの番号に１つだけ○をつける） 
学 年 （        高校    年） 年 齢 （    ）歳 
  氏 名 （               ） 
 
２ 家族（同居もしくは同敷地内、あてはまる番号すべてに○） 
①父  ②母  ③祖父  ④祖母  ⑤きょうだい   
⑥その他（        ） 
 
３ 同居の家族 （自分も含める）  （   ）人   
 



















８ 「高齢者」とは何歳くらいの方だと思いますか。 （      ）歳 
 
９ あなたは普段、自分で健康だと思いますか。次の中から、あてはまる番 
   号１つに○をつけて下さい。 
1．非常に健康だと思う     ２．まあ健康な方だと思う 
   
３．あまり健康でない      ４．健康でない 
 
 








た ま に 感 じ
る （ そ れ 未
満） 
感じない 
1．食欲がない 1 ２ ３ ４ 
2．からだがだるい １ ２ ３ ４ 
3．立ちくらみ １ ２ ３ ４ 
4．頭痛 １ ２ ３ ４ 
5．肩こり １ ２ ３ ４ 
6．横になりたい １ ２ ３ ４ 
7．イライラする １ ２ ３ ４ 



























1 2 3 4 5 6
2．祖父母 1 2 3 4 5 6

















5 61 2 3 4
